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【公表番号】特表2012-506472(P2012-506472A)
【公表日】平成24年3月15日(2012.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-011
【出願番号】特願2011-532648(P2011-532648)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  65/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  65/40    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月26日(2012.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジフェニルスルホンを含む溶媒中において、芳香族求核的置換反応によってポリ（アリ
ールエーテルケトン）を調製するための方法であって、前記ジフェニルスルホンが、以下
の不純物限度の少なくとも一つに適合している、方法。

【請求項２】
　前記ジフェニルスルホンが、その中に、０．０３面積％を超える１種または複数のオリ
ゴ（アリールエーテルケトン）不純物を含む（面積％は、前記ジフェニルスルホンのすべ
てのＬＣピークを合計した面積に対する、対象となる前記不純物のＬＣピーク面積の比率
を表している）、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ジフェニルスルホンが、少なくとも１種のフッ素化モノマーを含む、請求項１また
は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記フッ素化モノマーが、
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からなる群から選択される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ジフェニルスルホンが、モノメチルジフェニルスルホン、モノクロロジフェニルス
ルホン、および残存酸度の前記不純物限度に適合している、請求項１～４のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項６】
　前記ジフェニルスルホンが、ナトリウム、鉄、ジフェニルスルフィド、およびアセトン
中２０重量％溶液のＡＰＨＡ（２５℃）の前記不純物限度に適合している、請求項１～５
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
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　前記ジフェニルスルホンが、カリウムについての前記不純物限度にさらに適合する、請
求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ジフェニルスルホンが、次の不純物限度にさらに適合する、請求項１～７のいずれ
か１項に記載の方法。

【請求項９】
　前記ポリ（アリールエーテルケトン）がポリ（エーテルエーテルケトン）である、請求
項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　３７０℃で圧縮成形して厚み２．５ｍｍの圧縮成形プラックとしたときに、そのように
して調製された前記ポリ（アリールエーテルケトン）が、Ｄ６５光源下、１０度の角度で
測定して次のＬ＊、ａ＊、ｂ＊値を有している、
　Ｌ＊＞９０－１７＊（ηｉｎｔ）、
　ａ＊が－１から＋３までの間であり、
　ｂ＊が＋５から＋２０までの間である、
請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　粒子状炭酸ナトリウムの存在下の芳香族求核的置換反応による反応であって、前記粒子
状炭酸ナトリウムが、以下の粒径分布：
　Ｄ９０≧４５μｍ、およびＤ９０≦２５０μｍ、およびＤ９９．５≦７１０μｍ
を有している、請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　求核剤を４，４’－ジフルオロベンゾフェノンと反応させる芳香族求核的置換反応によ
る、半晶質のポリ（アリールエーテルケトン）を調製するための方法であって、前記４，
４’－ジフルオロベンゾフェノンが、次の不純物限度：
　［２，４’－ジフルオロベンゾフェノン］＋［４－モノフルオロベンゾフェノン］≦１
２５０ｐｐｍ
（４，４’－ジフルオロベンゾフェノンの中の２，４’－ジフルオロベンゾフェノンおよ
び４－モノフルオロベンゾフェノンの量は、液体クロマトグラフィー分析によって求めた
ものである）
に適合する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法によって得ることが可能なポリ（アリール
エーテルケトン）。
【請求項１４】
　ポリ（アリールエーテルケトン）の調製によって得られるジフェニルスルホン溶液から
固体のジフェニルスルホンを単離するための方法であって、
ａ）前記溶液への非溶媒の添加；または
ｂ）非溶媒への前記溶液の添加；または
ｃ）低温蒸発プロセスによる前記溶液の中に存在している低沸点有機溶媒の画分の除去で
あって、その前または後に、前記溶液へ非溶媒を添加；または
ｄ）前記溶液の冷却；または
ｅ）それらａ）、ｂ）、ｃ）、ｄ）の二つ以上の組合せ；
のいずれかによって、前記溶液中へのジフェニルスルホンの溶解度を１．５重量％以下に
下げる、方法。
【請求項１５】
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　前記単離された固体のジフェニルスルホンが、請求項１～１２のいずれかに記載の方法
において使用されるジフェニルスルホンである、請求項１４に記載の方法。
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